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【考察】 心臓大血管系の 左胸腔 内偏位 を伴う高

度 の 漏斗胸 を合併 した症例 に お い て 関心術と胸骨

矯正 の 同時手術は術式選択, 術中出血, 視野確保

などの 問題点を有する が
, 本症例 で は胸骨挙上法

によ っ て 問題 とな る硯野の 問題を心膜 と胸膜 と を

可及的に剥離す る こ と によ っ て解決 した
. 胸骨翻

転術 より胸骨挙上法 の 方が胸骨や 肋軟骨 へ の 血流

がより保た れる ため , 術後の 骨 ･ 軟骨の 壊死 や感

染の 発生頻度 が少な い と される . また 2 期的手術

で は 関心術後 に心臓が圧迫される ため
,

血行動態

が不安定 にな る の で 1 期的手術の 方 が若干手術侵

襲は大 きくなる が
, 術後 の 呼吸循環動態 は安定す

る こ と が期待され るた め , 良い方法 と思われ る .

6 　 大 動 脈 弁 周 囲 膿 瘍 を 有 す る 感 染 性 心 内 膜 炎 に

対する一手術治験例
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術前 A
-

V bl o c k を伴い
, 急性心不全で 緊急入

院した症例. 弁輪部 の 徹底 した郭清, ウ マ 心膜 に

よる膿癌腔 の 閉鏡, 感染部を避けた傾斜人工弁移

植と右冠動脈 へ の バ イ パ ス 術,
二 期的 ペ

ー ス メ
ー

カ
ー 移植術で治癒 せ しめた

.

7 　 心 肺 蘇 生 後 に 手 術 施 行 し 救 命 し 得 た 大 動 脈 弁

狭 窄 症 兼 狭 心 症 の 1 例
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症例 は 72 歳男性 . 路上 で 心肺停止 と なり心肺

蘇生術 を施 され
一

命を取り留め
, 当院救急外来 に

搬送され た . 心電図上虚血性心疾患を疑 い 緊急心

臓 カテ ー テ ル検査を施行, 重度 の 大動脈弁狭窄 と

冠動脈 2 枝病変を認め た . 人工 呼吸器管理
,
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挿入 による心不全管理を行 い
, 全身状態 の 改善を

待ち 3 日後に生体弁による大動脈弁置換術, 静脈

グ ラ フ トに よ る冠動 脈バ イ パ ス 術 2 枝を施行 し

た . 長期 の 集中治療室管理 を要した が合併症無く

退院 した .

I I ． テ ー マ 演 題 （ 右 心 不 全 ）

1 　 開 心 術 後 収 縮 性 心 膜 炎 を 呈 し た 4 症 例
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関心術後収縮性心膜 炎は
一 般 に発症頻度 0 .2 -

o .3 % とけ っ して 多く はな い が
, 術後の JL ､ 不全 の

原因と して 考慮する必要がある . 当科で経験 した

4 例に つ い て報告する . 症例 1 ; 39 歳女性, 症例

2 ; 5 1 歳女性, 症例 3 ; 48 歳女性, 症例 4 ; 20

歳男性 . 前 2 者は 3 回, 後 2 者は 1 回の 関心術の

既往が ある . 最終手術より右室不全症状出現まで

の 期間はそれぞれ 9 ケ 月, 0 ケ月, 1 8 年 6 ケ 月,
5

ヶ 月で遠隔期で の 発症 を認 め た . 症例 1 - 3 で は

人工 弁機能不全と して利尿剤による加療を受けて

おり, 確定診断まで に は 2 年 1 ケ月, 1 8 年 1 ケ月

( 剖検診断) , 6 ケ 月を要 して い る .

症例 1 及び 3 は 内服加療で心不全 は コ ン ト ロ
ー

ル されて い る . 症例 2 は門脈庄冗進 , 消化管 出血

を合併し死亡 した . 症例 4 は心膜切除術を受け経

過観察中であ る .


